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ピシウム属菌に関する最近の研究課題と将来への展望
いちたに た き お とうじよう もとあき

大阪府立大学段学部植 物病学研究室 ーを 多喜郎・東僚 元昭

は じ め に

筆者の一人は， r土壌伝染病」 に 関す る 本誌の特集号
(一谷， 1 981) で， r ピ シ ウ ム病研究 の 現 状 と 今後 の 課
題」 と 題 し て そ れ ま で に 行 わ れ て き た ピシ ウ ム病研究 の
流れ に沿い， 今後は土壌 か ら の本属医I の検出・定比 と 生
育・生存形態の観察が必要であ る と し た 。 ま た， こ れ ら
の手法 を 確立す る こ と に よ っ て 本属菌の生活環が解明さ
れ， こ の生活環 に基づ い た 大規模 で長期 に わ た る 疫学的
調査・研究が行わ れ る こ と に期待 を寄せ た 。

そ の後 に も ， 本誌上 で「 ピシ ウ ム菌 に よ る 病害 に つ い
てjの特集が企画され， わ が国 にお け る 本菌の同定・分
類か ら 発生生態， さ ら に 防除 に 至 る 一連の研究成果が紹
介された(荒木 ら ， 1 984)。 一方， 日本植 物病理学会の土
壌伝染病談話会にお い て も ， 第1 2回(ー谷 ら ，1 984) 及
び 第 15回(ー谷，1 990) で は主 と し て わ が国 にお け る 本
属菌 に 関す る 研究成果が， 第 16回(ー谷，1 992) で は海
外 にお け る 研究 の 最新情報が提供された。 さ ら に， 現 在
多用されて い る 英連邦菌学研究所(現 国際菌学研究所)
の同定方法 を 実際 に適用した経験に基づ い て書かれた本
属菌の種の同定に 関す る 解説(一谷，1 992 b) も あ る 。

こ こ で は， 主 と し て そ れ以降の わ が国 内外の研究 を概
観 し， 当研究室の成果 も あわ せ て 紹介 し な が ら ， 将来へ
の展望 を述べ た い。

I 最近の研究課題

1 同 定 ・ 分類

菌糸の タ ンパ ク 質 と ア イソザイムの屯気泳動パ タ ーン
を分 類学的形質 に 用 い， 異 な る 季節 に3 か所の池か ら 優
占 種 と し て分 離された乃tfáU1n ‘group F' 10 菌株 を比
較 し た (ABDELZAIIER 巴t al.， 1 995 c) (図ー 1， 2)。 ま ず，
Pythill1n‘group F' の1 0 菌 株内 及 び そ れ 以 外 の

乃thiU1n‘group F'の菌株間 で対11侍培設 を行 っ た が， 交
配す る こ と は な か っ た 。 こ の よ う に， 本グル ー プは有性
繁 殖構造 を 形成す る こ と が な い の で， 同定が困難 で あ
る o そ こ で ， 可溶 性 総 タ ン パ ク 質 と ア イ ソ ザ イ ム

(m alic enzyme と 6-phosphogluconate dehydrogenase) 
のバン ド パ タ ーン を 比較 し た と こ ろ， PylhiU1n 'group 

Stllclies On 1ラtliillll1-Recenl Trend ancl Prospects. ßy 

Takio IcIlITi\1\1 and 1VI0toaki TOJO 

F' に お け る 少 な く と も 五つ のサ プグル ー プの存 在が明
ら か に な っ た 。 ま た， 異 な る 季節 に 異 な る 池水か ら 分 離
し た 2 菌株 は，同ーの タ ンパ ク 質 と ア イソザイムのパ タ
ーンを示 し た の で， Pythill1n‘group F'内の変異 を明 ら
か にす る た め に可溶性総 タ ンパ ク 質 と ア イソザイムのパ
タ ーン を 用 い る こ と は， 本グlレー プの形態的， 生理的特
徴を明確 に す る 価値 あ る 補助手段 と い え る 。

蔵卵器， 蔵精器，実!�性繁殖構造 な ど の 実測値 と そ れか
ら 計算され る 非充満性， 卵胞子壁の厚さ，ooplast index 
な ど の生物測定学的計算値 に分 類学上の価値の あ る こ と
が指摘された(DICK， 1 990; SIIAIIZi\D et al.， 1 992)。 こ の よ
う に し て， 生物測定学的ア プロ一 チ に よ り 蔵卵器の特↑
評価 に 対す る 精度が高 ま り ， 分子 生物学的手法 と と も
に， こ れか ら の ピシ ウ ム属菌の分 類学 の 発展 に寄与す る
こ と に な る と 考 え ら れ る 。

ま た， コ ン ピ ュ ー タ を同定の補助 に使 う た め， 胞子 の

図ー Pytliill1?7 'grollp F'のアイソザイム(malic en・

zyme)ノ寸ターン

図 2 Pythilli17 'grollp F'のアイソザイム(6 PGDl-[)ノf
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う， 遊走子， 有性繁殖構造， 菌糸， 厚!換胞子， 菌叢 の形
状， 生育 温度な どの性質を コ ードし ， デー タ ファ イjレ が
作 ら れている(JONG et al.， 1992) 。 さ ら に， PLAA1'S
NITE RINK (198 1) の モ ノグ ラ フ 中の 76 種か ら遊走子形 成
能な ど 19 の形 質を抽出し ， こ れ ら の形 質を数値 化， 標準
化し てデータベ ー ス とし ， コ ンピュ ー タ を利用し た 自動
的同定 シ ス テ ム を開 発し よ う と す る 試み もあ る(葛 ら，
1994) 。

2 病原性並びに寄生性

一般的なピ シウ ム病ではないが，Pythium spp に よ る
チュ ーリッ プの葉枯 病が報告 さ れた( MUKOBAl八 巴t al.， 
1989) 。 べ ン トグ ラ ス赤焼 病菌 P. aþhani正iennalum

(Pa) も 葉枯 れを起 こす(反保， 1991 ) 。 本菌 のほかに，
P. 1nyriotylum， P. torulosum， P. uanterþooliiも芝草の
成植物に葉枯 性病害 を起 こ す( S/.IILEY， 1992) 。

チュ ーリップ根 腐病に は複数のピ シ ウ ム菌 が関与し ，
こ の中 に は病原カ が強く て重要な病原菌 と 病原カ が弱く
重要でな い も のが認め ら れた(IcIlI1'ANI et al.， 1991 ) 。 ま
た， オオ ムギ黄枯 病は複数のピ シ ウ ム菌 の感染によ っ て
生 じ た根 部の障害 に より根 活性が低下し て起 こ る こ と が
明 ら か に さ れた( 楠， 1995) 。 ま た， 本病に よ る 被害程 度
は， 土壌 中のア ンモニ ア濃 度が低い場合に高 ま る と 考 え
ら れて い る(楠， 1995) 。

亜 熱帯及び 熱帯 の 低湿 地 の ウマ に麗坊 を つく る
乃thiU1n sp. が分離 さ れた(AUS1'WIιK' and Copland， 
1974) 。鹿児島県 で も 同様 の菌 が頼粒性皮府炎 を起 こ す病
原菌 とし て分離 さ れ，P. gra正αzcαil伝6 と同 定 さ れた(αIclα:1川111'11
anχd A，1E/.引��II叩11口、A， 1 980) ( 図-3� 5) 。 本菌 はP. insidl:osum 
sp. nov と改 め ら れ( DECOCK et al.， 1987)， 2 か月後に独
立 に同様 の病原菌 とし てP. destruens sp. nov が報告
さ れた(SHlI刊N， 1987) 。 その後， 血清学的にP gracile sensu 
IClII1'ANI and AME/.II、A とP. destruensはP. insidiosum 
と 同一 であ る こ と が示 さ れ( MENDOZA and MAIlIN， 1989)， 
有性繁殖構造 の形 成が困難 であ る 本菌 に対し て血清学的
診断 法の有効性が強調 さ れた(PAllACIIAIlJ(TMI et al.， 
1991 ) 。 ま た， 本菌 は肉牛( MILLEIl et al.， 1 985 b)， イヌ

( MILLE R et al.， 1 985 a; O'NElLL -FoIL et al.， 1984)， ヒ 卜
(SA1'IIAi'A1'AYAVONGS巴t al.， 1989)及びネ コ (BISSONNE1'1T

et al.， 1991)へ の感染も知 ら れるよ う に なっ た。 そ こ で，
P. insidiosum に対し て in Vitl'O に お け る抗 生物質の有
効性が試さ れ， micona- zole が最 も 有効で， 続いて
ketoconazol巴 も 有効であ っ た(SEKIION et al.， 1992) 。 ま
た， 人畜共通の病原菌 とし て の本菌 の生活史 を調べ る 試
みがな さ れ( MENIXlZA et al.， 1 993)， 地中海貧血患者に本

菌 が感染し て動脈炎 を起 こ す と い う( WANACIIW八N!\\VIN et 
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図3-5 ウ?の籾粒性皮肝炎を起こすピ シウム菌

3 糸状遊走予のう ( 矢E11)

4 遊走子放出後， 中空になった遊走子のう

5 民卵撚 と ]個の異菌糸性蔵精苦言

在 パーは5μ111

al.， 1 993) 。 ま た， 角膜潰蕩 部か ら 本菌 が分離さ れ， 本菌
に は通常 の抗カビ剤は無効で、外科的切除がよ い と報告 さ
れて い る( VmCILE et al.， 1 993) 。農業国 で低湿 地が多く，
地中海貧血患者 も 多い タ イ国 では， 有効な抗 カ ビ剤がな
い こ と もあ っ て， 本菌 に よ る ヒ ト の病気 が ま ん延し て
て， 本病に は三つ の型 があ る と いわれて い る( 1/.I\\'II)1'IIA、A，
1994 ) 。

3 生態

予 防に重点を置く 防除法の確立 が望 ま れて い る に も か
かわ らず， 病害 発生以前の土壌 中 に お け るPythiu111 属菌
の繁殖体の行動はほ と ん ど知 ら れ て い なし3 。 こ れは， 土
壌 中 に お け る 本属菌 の生態 解析法が確立 さ れて い な い こ
と に よ る と 考 え ら れる 。 当大学附 属農場野菜畑 土壌 を用
い， 選 択培地によ る 定量及び生育・ 生存形態観察 法の改

良( 東繰 ら， 1992)， 同定法の簡便化( 東僚 ら， 1990)及
び接種試験法の改良( 東僚 ら， 1993) を行っ た。 そ の結
果， 極単位 の季節的な密 度変動や生育・ 生存形態 を調べ
る こ と が可能に なっ た。 さ ら に，Pythill1n 属菌 の繁殖体
を土壌へ 導入し て 行動 を追跡 す る た め， 湿 熱処理( 図
6) により土壌環境 を大きく 変 えず に本腐 を不 活化さ せ た
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図-6 土嬢の湿熱処理!袋i白

畑 土壌 を 作製 した( 東僚・ー谷 ， 1992 ; 東篠・ー谷 ，
1993 a) 。 こ の処理 前後の土壌 に， それぞ れナ イ ロ ン スク
リ ー ン に封入 したPa とP. sþinosurn ( 以下，Ps) の卵胞
子 と菌糸 を埋没 さ せ， 発芽 の推移 と浴菌 の進 行経過 を比
較 した と こ ろ ， ほ ぽ同 じ よ う に観察 さ れた( 東傑・ー
谷 ， 1993b ; 東候・ー谷 ， 1993 c) 。 こ の こ と か ら ， こ の湿
熱処理 土壌 に導入 した卵胞子 の行動に よ り ， 元 の畑 土壌
にお げ る行動が推定でき る と 考 え ら れた 。 こ の土壌 を用
い てホウ レ ンソウ の苗立枯 れ と卵胞子密 度の関係 を調べ
た と こ ろ ，Pa は2 80 C， PS は 150 Cで最 も 発病が激 しし
こ れ ら の温度 条件の湿潤 下 で はPa で 10 個々乾 土以
上， PS で 10 2個/g乾土 以上で発病が認め ら れた( 平 山
ら ， 1994) 。 一方，両菌 の卵胞子 を導入 した 土壌 を野外条
件下に放 置 し， 18 か月間にわた り非植栽下に お け る卵胞
子密 度の変化を調べた 。 そ の結果，Pa では大きな 変動が
み ら れず ， 6 か月目以後 に徐々 に密 度が低下 した の に対
し， Ps では卵胞子密 度の変化が気 温に対 し て は負 の， 土

壌水分に対 し て は正 の相 関を示 した( 小 林 ， 1995) 。
同一水系 に属 し て いて， 水質汚濁 度が異な る 3 か所の

た め池 を選び，池水中のPythiurn 属菌 の種類を季節別 に
調 べ た と こ ろ ， 9 種(Pythiurn caroliniamt1仰， P.
calenula tμ rn ， P. coloratu112 ， )司flmn inmn， P. 112arsl・
þium ， P. myriotylum， P. þa þi lla t1l112 ， P. jJleroticu112 ， 

P. undula tum) と 4クソレープ(乃thùt112 ‘group F' ， 
Pythiwn ‘group HS' ， Pythùt112 ‘group P' ， Pythiu112 
'group T' ) が分離・ 同定さ れた( AHD ELZ^" E'I et al.， 1995 

b) 。 こ の中の乃thi7l1n 'group 1-1S' を除 く すべての菌
は， こ れ ま でに世界 各地の河川湖沼 か ら水生菌 と し て多
少 と も報告 があ る も のであった 。

セノレ ロ ー ス 分解性のP. flu112inu112 は， ア イノレ ラ ンド の
}II か ら 分離 さ れた も ので， それ以来報告 がな かった 生態
学的に興味あ る菌 で， わが国 では初 め て分離さ れた も の
であ る( AIlDELZ AlI ER et al.， 1 994 e) ( 図 一7� 14 ) 。 本菌 は水
温が2� 30 0Cの条件の各地の水系 に生存 し て い る と 考 え

図7-14 セノレロース分解性のP. I1川口初日11
7 不規則にl早くなった菌糸

8 サ ン ゴ状に分絞 し た菌糸

9 小胞性の分伎を し た菌糸

10 先制11く短いfl!11;伎を持つ校のある菌糸

11 糸状遊Æ:子のう ( 矢印) と短い逸出管

12 中IRJ生放卵擦と奥菌糸性の不規則な形態をし た1 (問の

蔵前'1号iJ
13 セルロース繊維中で厚膜化した卵胞子

14 セルロース繊維を分解中の菌糸

注 パーは20μm

ら れた(AIlU ELZ^" ER et a 1.， 1995 c) 。 検出例が少な いp
112m古ψzum に つ い て は，新 し く 有性繁殖構造 を形 成 さ せ
る 方法を見い だ した( ABDELZAlI EII et al.， 1 994 d ) 。 こ の方
法に よっ て本菌 の同定が容易 にな り ， 今 後本種の報告 例
が培加 す る も の と 期待 さ れる 。

分離 したPythiu112 属菌 の ほ と ん ど は遊走子 を形 成 し
た 。 し か し ， 著 し く汚染 した水は高 い浸透ポテ ンシャ
ル，及び極端 に低い( 4.5 以下) か高 い0 0 .5 以上) pH 
であ り ， 遊走子形 成 を遅 ら せ( ABD日制I EIミ et al.， 1 994 

b) ， 卵胞子 発芽 を抑制 す る と 考 え ら れた( ABD ELZAlI EII et 
al.， 1994 a) 0 した がっ て， た め池 の水質汚濁 度 を調べる
こ と に よ り ，池水中の乃thitl111 属菌 の動態 を把援 す る こ
と ができ る と 考 え ら れた 。 さ ら に， 廃棄 物， 動物及び植
物遺体な ど に よっ て起 こ る水質汚濁 は， 本属菌 のそ れ ら
へ の定着を助長す る も の と 推察 された 。一一一 12 一一一
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池水を証主税に用い る と ， 発病の危険性があ る と いわれ
て い る 。 本研究で分離し た池水中の 乃Ilhium 属菌に は，
病原力が弱い菌 もあ っ た が， 通常 の濯i飢では こ れが病原
性を発揮す る と は考 え ら れなか っ た (ABI JELZi\I I EH et al.， 
1 994 c) 。 ま た ， た め池 の取水口周辺の土壌 か ら は病原性
のあ る本属菌が分離さ れた が， こ れ ら の菌は池水中から
は分離 さ れて い な い (ABD EL ZAI I EI � et al. ， 1994 c， 1 995 

b) 。 し かし ， 池 の底土か ら は病原性の本属医1が検出 さ れ
て い る 。 た め池 の取水口 の土壌 を含め， た め池 の底土に
生息す る 病原性 乃lt1tium 属菌の池水 中 に お け る 行動に
つ い て は， 今 後に残 さ れた 問題であ る 。

芝草の ピシウ ム病菌に は， わが国 にお い て も 既に薬剤
耐性菌の出現が報告 さ れて い る (一谷 ら ， 1991) 。 芝草の
ピシウ ム病菌P. uanteゆoolii の メ タ ラ キシノレ 剤耐性株
について (一谷 ら ， 1991 ) ， そ の形態 (lc l lITANI et al. ， 
1994) ， 培養的性質及び病原力 (藤田 ら ， 1993) ， 土壊中
に お け る卵胞子 の発芽 (藤田・ 一谷 ， 1995 a， b) ， 発芽 管
の残存， 菌糸 の溶解 (藤田・ 一谷 ， 1995 b) ， 植物i主体へ
の着生能 (藤田・ー谷 ， 1994)及び植物追体中での卵胞
子形 成 (藤田 ・ 一谷 ， 1996 a) な どの生態 的性質な ら びに
最少発病卵胞子 数を求め (藤田・ 一谷 ， 1996b) ， 発病カ
に は元の感受性菌 と比較し て著し い差がない こ と が明 ら
かにな っ た。 し か も こ の耐性は 6 か年を経過し た現在で
も 変 らず (耐性菌 LC50， 400 μg/m/ ; 感受性菌 LC仙 l
μg/ml) ， こ の耐性菌を用いて 自 然土壌 中 に お け る 行動を
追跡 す る こ と に より ， 元の感受性菌の土壌 中に お け る 動
態 が把握で き る と 考 え ら れた。

菌間寄生菌P. oligaηdrullZ がわが国 で初め て 分離 さ
れ (KINOSI I ITA 巴t al . ，  1994) ， その同 じ畑 土壌 か ら 分附 さ れ
た病原性のP. IIltinωm (Ni\K AZONO et al. ， 1994) と の聞の

図ー 15 土壌 中 の キ ュ ウ リ 根商 に お け る 植物 病 原 性 R

1Iltilll1l1l1 に 対 す る P oligmldl'lllll の寄生現象 (矢

印)

注 パー は 1 0 μm を 表 す

.""" 

相 互作用が， 土壌 中 の キュウ リ (四葉) 幼植物根及びそ
の内部 に お い て観察 さ れた (木下・ー谷 ， 1995) ( 図ー
15) 。両 菌 と も 同ーの畑 土嬢か ら 分離 さ れて い る の で， 畑
土壌 中での両菌聞に寄生 ・ 被寄生の関係が存在す る も の
と 考 え ら れた。 ま た ，P. ultimum の み を接種す る と ， キ

ュウ リ 幼植物は早期 に す べ て 枯 死し た。 し かし ， あ ら か
じめ P. oligandrum に より 感染 さ せた後にP. ultimum 
を接種し た ;場合に は ， そ の半数以上が生存し て い てP
ohgandntm に よ る P. IIltimum の生物防除の可能性が
示 さ れた。

4 農薬 と 非標的微生物

農薬の標的微生物への効果 に つ い て は明 ら か に さ れて
い る が， 非標的微生物への影響に関し て は ほ と ん ど知 ら
れて いなしh むし ろ 関心が払われて い な い と い え る 。 ま
た ， 新 農薬が導入さ れ使用 さ れ始め る と ， 標的微生物に
対す る桔抗 微生物 を は じ め， そ の食物連鎖に関係 す る 微
生物に影響 を与 え， こ れ ま でに安定し て いた生態系 を か
く 乱さ せ， 思わぬ病害 の大発生を招 く 。 し た が っ て， 常
に農薬の非標的微生物に対す る事前評価が必要 と な る わ
けであ る (ー谷 ， 1993) 。

植物病害 の防除に農薬 を使 う と ， 他の病害 に よ る 被筈
を増大 さ せ る と い う 100 以上の例が芝草病害 で知 ら れて
おり ， そ の好例 とし て べ ノ ミ lレ剤が D，'ech sle，'a ρoae に
よ るPoa 属のド レク ス レ ラ 病，赤焼腐病 と と も にピシウ
ム病の発生を促進 さ せ る と い う (Ho∞ES， 1 990) 。 こ の発
病促進 は， 指抗 菌 と 病原菌の芝草生態系 に お け る 微妙な
バラ ン ス が破壊さ れる こ と に よ る と 考 え ら れ る 。 ゴル フ
場に お け る 良薬の非標的微生物への影響に関す る 研究 は
少なし 結論は ま だ出 て い な い (S�I I L E日 1 981 ， 1992) 。

5 分子生物学

形態 に基づ く 同定が困難 な乃thium 属菌の種に対し
て， 分子 生物学的手法 を応用し た 分類が試み ら れ て い
る。 RFLPs と RAPD を用いた解キ斤に より ，P. ultimum 
の種内 に お け る 多様 性が示 さ れ， 有性器官 を形 成し な い
種内群の存在が指摘 さ れて い る (FRI\N C I S et al. ， 1 994) 。 ま
た ， こ れ ら の手法 と パル ス フ ィ ー Jレド 電気 泳動に よ る核
型 分析を組み合わせ る こ と に より ， ヘテ ロ タ リ ック な種
であ る P. syluaticum の交配に伴 う遺伝子 の移動が染色
体 レベ ルで明 ら かに さ れて い る (MAllTI N ， 1995) 。 一方，
細胞壁糖タ ンパク 質の泳動パ タ ー ン に より ， 有性器官の
形 態 が 互 い に 類 似 す る 5 種 (P. graminicola， P. 
ω îsto sjJomm， P. 円zyrio tylum， }三 zingibeη s， P. volu
tll 1n ) は 互 い に 明 l僚 に 区 別 さ れ る が ， 3 種 (P.
aþhaniden仰atll1? 2 ，P. deüen se， P. bll tleri) に は種の違
い に関係な く 同 じパ タ ー ンが認め ら れ る こ と が示 さ れた

一一一 13 一一一
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(T.�KENAKA et al . ， 1994) 。 細担壁 タ ンパ ク 質のア ミ ノ 酸分

析は， 高等植物 と 乃thium 属菌の類似性 に つ い て 議論の

場 を提供 し て い る (TAKENAKA and KAWASAKI， 1994) 。 今

後， こ れ ら の手法の積極的な応用 に よ り ， 系統分類学的

な整理が本属菌 に お い て も 進め ら れ る と 考 え ら れ る 。

属， 種及 び種以下の分類群の分子生物学的同定技術が

急速 に 発展 し て き た 。 し か し ， 新 し い 同定技術は被検菌

の生態 と 分類が十分理解 さ れた 上 で用 い ら れ な け れ ばな

ら な い。 こ れ ら の最新の手法 に よ り ， 種や種以下の分類

群が均質であ っ た り ， 不均質であ っ た り す る こ と が示 さ

れて い る 。 こ の よ う な知見は， 過去の病理学的知見の蓄

積 と 合わ せ て 考 え れ ば， 本属菌 を含む土壌菌の全体的理

解の助 け に な る と 考 え ら れ る (CORRELL， 1992) 。

E 今 後 の 展 望

ピ シ ウム病害では， 一般 に羅病根部 を 直接観察す る こ

と はで き な い。 こ の場合， 地上部の病徴は本属菌以外の

原因 に よ っ て起 こ る 場合 と 類似 し て い る ので， 被検試料

の採取， 診断 に 困難 を来す。 し た が っ て ， 感染の時期や

部位 を 正確 に 把握す る 必要があ り ， そ のた め に 土壌水分

(ー谷， 1995 a) や土壌温度 と の関連で本属菌 に よ る 病害

の特性 を正 し く 理解 し て お く 必要があ る 。 同時に， 土壌

試料 を根面， 根圏， 非根圏 に 分 け て 採取 し ， ピ シ ウム病

菌の存否， 密度 あ る いは分布 を調べ る こ と も 肝要であ る 。

本属菌の分離 に先立 つ て 行 う 表面消毒 に は， 細心の注

意 を払 う 必要があ る (ー谷， 1995 b) 。 土壌か ら 本属菌の

菌密度 と そ の生育 ・ 生存形態 を 同時 に 観察 す る 方法 (東

僚 ら ， 1992) に は， さ ら に精度 を 上 げ る な ど改良の余地

があ る 。 分離菌の病原性の検定 も ， で き る だ け 自 然 に 近

い状態で実施す る 必要があ る (RUSH e t  al . ， 1992) 。 本属菌

に よ る 作物の減収率の測定 に つ い て は， ま ず明確な測定

目 標 を も ち ， 病原菌 に よ る 被害 を 理解す る こ と が大切で

あ る 。 通常， 反復区 を 設 け た 統計的実験計画 を 組 ま な け

ればな ら な い (JOHNSON ， 1992) 。

土壌病原菌 と し ての本属菌の検出 と 同定 に 関す る 最近

の遺伝学的， 生化学的， 分子 レ ベ ル での手法 に つ い て

は， CORRELL ( 1992) の 中 に詳 し く 述べ ら れて い る 。 こ れ

ら 最新の手法 を使 え ば， 本属菌 を は じ め と す る 種， 亜種

及び個体群 レ ベ ルの土壌中 に お け る 相互関係が明 ら か に

な り ， 本属菌 を含む土壌病原菌の生態 を総合的 に 把握す

る の に 役立つ と 考 え ら れ る 。

お わ り に

こ こ では， ピ シ ウム属菌 に 関す る 最近の研究課題 を 同

定， 分類， 病原性及び寄生性， 生態， 農薬 と 非標的微生
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物， 及 び分子生物学の順 に述べて き た 。 こ の よ う な 各分

野 に は， r ピ シ ウム病害の診断j か ら 「土壌病菌の一員 と

し ての ピ シ ウム菌の動態把握J ま での広が り が存在す る

と 考 え ら れ る 。 rDNAJ か ら 「個体群J ま で を 研究材料 と

し て 各種の最新の手法が駆使 さ れ る べ き で あ り ， こ の よ

う に し て ピ シ ウム菌の生物学 と も い う べ き 領域が健全 に

育 っ て い く と 考 え ら れ る 。
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チ ャ ノ キ イ ロア ザ ミ ウ マ 卵 の ア ザ ミ ウ マ タ マゴパチ

の寄生 と そ の調査法

高梨祐明 ・ 高木一夫 ・ 広瀬義弱

温州萎縮病 を め ぐ る 最近の話題 岩波 徹

( リ レ ー 臨筆) 産地の研究室か ら 一一地域 プ ラ ン ド を

育て る ( 5 ) /わ さ び 大谷清和

定期賎読者以外の お 申 込み は至急前金にて 本会へ

定価 1 部 800 円 送料 76 円

| 本 会 発 行 図 書 |

農薬適用一覧表 (平成 7 農薬年度)

農林水産省農薬検査所 監修
定価 3，500 円 (本体 3，399 円 ) 送料 340 円 A 5 判 391 ペ ー ジ

平成 7 年 9 月 30 日 現在， 当該病害虫 ( 除草剤 は 主要作物) に適用 の あ る 登録農薬 を す べ て 網羅 し た 一

覧表で， 殺菌剤， 殺虫剤， 除草剤， 植物成長調整剤 に分 仇 各作物 ご と に 適用 の あ る 農薬名 と そ の使用

時期， 使用 回数 を 分か り や す く 一覧表 と し て ま と め ， 付録 と し て ， 毒性及 び魚毒性一覧表及 び農薬商品

名 ・ 一般名対比表 を 付 し た 。 農薬取扱業者 の 方 は も ち ろ ん の こ と 病害虫防除 に 関係す る 方の 必携書 と し

て 好評です。
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